
発生生態 
成虫は茶褐色で体長5mm程度、羽が長く移動能力の高い
長翅型と、羽が短く繁殖能力の高い短翅型がいます。 
梅雨期に海外から飛来しますが、越冬できません。 

成虫・幼虫ともイネを吸汁加害し、多発時は出穂期から登
熟期にかけて株が円形に枯れあがり倒伏します（坪枯れ）。 

防除対策 
発生は局地的で湿田、通風不良田、多肥田で発生しやす
い傾向があります。ほ場を観察し、成虫・幼虫を株当たり５
匹以上確認した場合は、直ちに防除します。 

株元に多いので、薬剤防除を行う場合は株元に十分かか
るように散布します。 

トビイロウンカ（brown planthopper） 
Nilaparvata lugens 

水稲の病害虫 

坪枯れが発生したほ場 トビイロウンカ長翅型成虫 
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